
西濃農林事務所の普及活動状況 令和５年８月 31 日現在 

 

■水稲 飼料米の稲こうじ病対策 

養老地域では、土地利用型農業が盛んに営まれ、特に飼料用米は

約 700ha 生産されている。近年、「北陸 193 号」等の専用品種にお

いて出穂期の天候不順により、稲こうじ病の発生が目立っている。 

対策には、出穂期を正確に把握し防除を行うことが重要である。   

農研機構（国）では、地点登録することで、１kmメッシュ単位の

気象情報データに基づき、その地点の出穂時期が予測され、防除適

期のお知らせメールが届くシステムが開発されている（薬剤散布適

期予測システム）。 

今年度、養老町内の２地点を登録しており、この薬剤散布適期予 

測システムを活用することで、防除適期となった８月４日と、８月７ 

日に、ドローン等による薬剤散布を実施した。 

農林事務所では、今後、関係機関と稲こうじ病の発病状況について調査を行い、その効果を確認

し、稲こうじ病対策を進めていく。                   

 

■ゴマ 開花最盛期 

海津市の営農組織では、三重県のごま搾油会社、JA にしみの、農

林事務所と連携し、今年度からゴマの大規模機械化栽培体系の実証を

約２ha行っている。  

今年度は、６月 19 日に播種を行ったほ場で、開花が８月上旬から

始まった。 一部に発芽・生育のばらつきや雑草害があったものの、

３回の中耕培土や施肥を行い、ほぼ順調に生育しており、収穫は９月

下旬を予定している。 

収穫には、汎用コンバインを利用する予定であるが、収穫した青い

莢をいかに速やかに乾燥させ、ゴマを回収・精選するかが最大の課 

題になる。 

ゴマは大豆に代わる新作物として期待が高まっており、特に国産ゴマのニーズが高くなっている。

農林事務所では、関係者と一体になって、ゴマ生産が軌道に乗れるよう支援を行っていく。 

                  

 

■ナバナ 栽培研究会の開催 

８月 23 日に、JA にしみの海津中支店で海津なばな部会の栽培研

究会が開催された。 

農林事務所からは、育苗時の栽培管理などの説明を行った。また、 

近年、全国的にもともと害虫でなかったトビイロシワアリの野菜類

への食害被害が報告されている。岐阜県でも昨年度ブロッコリーで

特殊報が発表され、その後、ナバナでも被害が確認された。このた

め、農林事務所では、トビイロシワアリの被害実態の把握と、対策

を検討している。 

間もなくナバナの育苗が始まるため、農林事務所では引き続き栽

培支援を行っていく。        

今月の重点活動   

安全で身近な「西濃の食」づくり 

西濃の農畜水産物のブランド展開 

【国産ゴマの開花状況】 

【栽培研究会の様子】 

【ドローンによる防除の様子】 



 

 

■いちご [いちご生産者有志の会]ほ場見学会の開催 

西濃地域では、いちごが7.6ha（生産者50戸）栽培されており、地

域の特産物となっている。 

８月９日に、西濃地域の若手いちご生産者らで組織する「いちご生

産者有志の会」のほ場見学会が開催された。 

今作から栽培を開始する新規就農者を含めた13名の会員のうち11

名が出席し、３名の育苗ほ場を巡回し、育苗管理について情報交換を

行った。また、農林事務所から会員６名分の令和４年産の環境モニタ

リング装置の温度、湿度、飽差のデータを配布し、モニタリングの重 

要性について説明を行った。 

農林事務所では、今年度、モニタリングによる効果的な栽培管理と 

品質・収量等への効果を確認することとしており、引き続き会の活動を支援していく。 

 

 

 

■きゅうり   土壌診断説明会・研究会開催 

海津地域では、きゅうりが 8.1ha（32戸）栽培されており、地域の

特産物となっている。 

８月３日に JA にしみの海津中支店で、海津胡瓜部会の土壌診断結

果説明会・研究会が開催された。 

農林事務所からは、７月に青年部協力のもと実施された土壌診断の

結果及び施肥設計について説明を行った。多くのほ場では、リン酸が

過剰であるため、リン酸施肥を控えるよう呼びかけた。また、一部の

ほ場ではｐＨが高いため、適正域に改善する必要性を説明した。適正 

な肥培管理を行うことで、品質安定と施肥コストの低減が期待でき

る。 

さらに、農薬一覧表等を配布するとともに、きゅうりで問題となっているウイルスを媒介するア

ザミウマ類やコナジラミ類の侵入防止対策としてチェックシートを配布した。 

 

 

 

■イチジク イチジクの出荷が始まる 

 ８月９日、JA海津いちじく部会の出荷目揃会が JAにしみの海津営

農経済センターで行われた。 

今年の出荷は８月 16 日からとし、規格等出荷基準について部会員

で意識統一が行われた。この目揃会では例年糖度検査が行われ、糖度

は高いもので 20 度以上あり、例年同様高糖度のイチジクが集荷され

る見込みである。 

 農林事務所からは、高温対策、台風対策など今後の栽培管理に関

する情報提供を行った。                           

 

 

【ほ場視察の様子】 

【目揃会の様子】  

【処方箋のイメージ】 


